
香
取
遺
産

香取の今昔 ――写真が語るいま・むかし

　
小
野
川
沿
い
、
忠
敬
橋
か
ら
少
し

北
へ
向
か
う
と
、
格
式
あ
る
外
観
の

正
上
醤
油
店
が
現
れ
ま
す
。

　

寛
政
12（
1
8
0
0
）年
創
業
の
佐

原
で
も
有
数
の
老
舗
で
あ
り
、
醤
油

醸
造
業
は
天
保
３（
１
８
３
２
）年
か

ら
営
ん
で
い
ま
す
。
安
政
５（
１
８
５

８
）年
の
「
関
東
醸
造
家
番
付
」
で

は
、
２
段
目
に
「
油
屋
庄
次
郎
」
と

し
て
名
を
連
ね
て
お
り
、
商
品
が
好

評
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
大
正

３（
１
９
１
４
）年
刊
行
の
『
佐
原
案

内
』
で
「
加
瀬
醤
油
製
造
場
」
と
し

て
2
5
0
0
石
の
醸
造
高
が
あ
っ
た

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

大
正
５（
１
９
１
６
）年
刊
行
『
大
正

三
年
千
葉
県
統
計
書
』
で
は
、
年
間

２
８
０
０
石
の
醸
造
高
が
記
録
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
昭
和
５
年
刊
行
『
佐

原
町
誌
』
に
よ
れ
ば
、
醸
造
高
は
３

２
７
０
石
と
、
年
々
規
模
を
拡
大
さ

せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

経
営
に
つ
い
て
も
、
大
正
12（
１

９
２
３
）年
に
ヤ
マ
サ
醤
油
が
作
成

し
た
『
房
総
醤
醸
地
視
察
報
告
』
に

よ
れ
ば
、
香
取
郡
で
当
時
唯
一
、
圧

搾
工
程
に
水
圧
機
械
を
導
入
す
る
な

ど
、
設
備
投
資
に
積
極
的
で
あ
り
、

そ
の
先
進
性
が
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
現
在
は
川
魚
の
佃
煮
を
串
に
刺
し

た
「
い
か
だ
焼
き
」
な
ど
の
土
産
品

の
製
造
・
販
売
を
中
心
に
行
っ
て
お

り
、
販
売
所
の
隣
に
あ
る
店
舗
・
土

蔵
は
県
指
定
有
形
文
化
財（
建
造
物
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

店
舗
は
天
保
３
年
の
建
築
で
あ

り
、
２
階
正
面
、
ま
た
１
階
土ど

庇び
さ
し

下

に
格こ
う

子し

が
組
ま
れ
、
屋
根
は
軒
を

大
き
く
出
し
た
「
せ
が
い
造
り
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
１
階
の
戸
の

内
側
に
は
、
防
犯
の
役
割
を
果
た
し

た
鎧よ
ろ
い

戸ど（
揚
げ
戸
）が
建
て
こ
ん
で
あ

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
が
凝
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
蔵
は
明
治
初
期
の
建
築
で
あ

り
、
１
階
と
２
階
に
そ
れ
ぞ
れ
通
り

へ
向
け
、
観
音
開
き
の
窓
が
つ
い
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
店
舗
の
外
壁
は
、
か
つ
て

全
面
が
ベ
ン
ガ
ラ
で
塗
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
り
、
令
和
７
年
度
に
は
、

南
側
面
が
塗
り
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
年
続
く
老
舗
が
、
佐
原
の

町
並
み
と
と
も
に
、
歴
史
を
物
語
り

ま
す
。
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▲正上醤油店店舗・土蔵

▲1階内部・鎧戸（揚げ戸）

▲「関東醸造家番付」（東京都立図書館デジタ�
ルアーカイブhttps://archive.library.met�
ro.tokyo.lg.jpより引用・抜粋）

昭和から令和へと時代が移り変わっていく中、多くの人々を見送り、迎えてきた佐原駅。
90年後の未来はどんな景色が見えるのでしょう。
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